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4!1範‐、
紙つぶて

元
茨
城
高
専
の
松
沢
孝
男
さ
ん
は

二
〇
〇
六
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
、
学
生

や
卒
業
生
と
富
士
山
に
登
り
、
自
然

放
射
線
の
測
定
な
ど
を
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
ほ
航
空
機
内
の
宇
宙
線
被
ば
く
研
究
に

取
り
組
む
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
、
富
士
山
測
候
所
で
宇
宙
線
観
測
を

行

っ
て
い
ま
す
。
自
然
界
に
は
元
来
、
宇
宙
か
ら

の
放
射
線
や
そ
れ

に
よ

っ
て
生
成
さ
れ
る
放
射

性
物
質
が
存
在
し
ま
す
。
宇
宙
線
は
空
気

に
よ

る
吸
収
の
少
な
い
高
山
ほ
ど
強
く
、
航
空
機
内
で

は
さ

ら
に
強

く
な
り
ま
す
。
日
本

で
最

も
空

に

近

い
富
士
山
測
候
所
は
格
好

の
観
測
塔

な

の
で

す
。こ

の
グ
ル
ー
プ
の
保
田
浩
志
さ
ん
ら
は
、
福
島

原
発
事
故
後
の

一
一
年
七
月
初
め
に
吉
田

・
須
走

登
山
道
で
放
射
線
を
測
定
し
ま
し
た
。
空
間
線
量

率
が
毎
時
〇

・
〇
三
ヽ
○

・
〇
五
舒
舘
の
範
囲
で

富
士
山
の
放
射
能
測
定

あ

っ
た
こ
と
、
六
合
目
以
下
で
は
微
量
な
が
ら
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
か
ら
の
ガ
ン
マ
線
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
と
、
早
稲
田
大
の
大
河
内
博
教
授
グ

ル
ー
プ
が
標
高

一
三
〇
〇
肝
の
太
郎
坊
で
連
続
観

測
し
て
い
た
降
水
な
ど
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
東
京

学
芸
大
の
鴨
川
仁
助
教
が
福
島
原
発
出
来
の
放
射

性
物
質
の
通
過
高
度
を
推
定
し
て
い
ま
す
。
放
射

能
汚
染
の
垂
直
分
布
が
観
測
で
き
た
貴
重
な
デ
ー

タ
で
、
富
士
山
測
候
所
を
観
測
地
点
と
し
て
維
持

で
き
た
こ
と
の
成
果
の

一
つ
で
す
。

松
沢
さ
ん
と
以
前
に
山
に
登

っ
た
十
人
以
上
の

学
生
た
ち

の
中

に
は
大
学
や
大
学
院

に
進
学
し

て
い
る
人
も
お
り
、
い
つ
か
ま
た
若
い
力
と
し
て

富
士
山
研
究
に
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。（土

器
屋

由
紀
子
――
富
士
山

測
候
所
を
活
用
す
る
会
理
事
）


